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2) 肝内小胆管に多数の虫卵があり p 門脈では左枝

































































































に，本症例に関して興味ある 2点即ち，第 lにp 交連
切開術後に本症が起る場合はp 数ヵ月乃至数年後であ
るという一般の報告に対い本症はp 早期に起ったと
いうこと．第2にp 栓子刻出術を 2固にEって行な
いp 而も両下肢の機能を完全に快復せしめたことで，
此の様な例は現在まで外国文献を徴しても数例の報告
をみるだけである点を強調した．
追加外H 木村助教授
3407 
大動脈撮影は椎体側壁に沿うて針を入れますがp 非
常に深し従って長さ20佃位の針が必要で，而も相当
勇気をもって深く刺すことが必要です．
答外E 緒方
演者も述べました様じ栓塞症の第一処置は何とい
っても側副血管の反針性筆縮を除去してやる事にあり
ます．これは以前，木村助教授との共著下肢動脈栓塞
症の第一処置という論文で述べた通りであります．こ
の様な処置を行ってP 尚症状の悪化を呈する場合は時
を失せず，栓子易日子出術を敢行することがp 予後を良
好にする要因であると考えます．
(6) Sintrom を使用して治癒した動脈血Vi~
症の l例
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右手背に動脈血栓症のため巨大なる潰疹を形成した
28才男子のl例の治療にあたりp 抗凝固剤の使用が有
効であったと考えられるので報告した．最初，両側昼
状神経節切除，抗生物質，血管系ホルモンを併用した
が効果的ではなかった．次で，抗凝固剤シントローム
と血管拡張剤を併用p 発病後約7ヵ月目より治覇軍傾向
を認め約10ヵ月自に治癒した．この治療中p プロトロ
ンピン時聞を測定p これが20～30秒となるようシント
ロー ムの投与量を調節して投与期間 140日に及んだ．
慢性期血栓症或いはピュルゲル氏病では抗凝固弗jは効
果なし副血行路形成の悪い器官では有害の事もある
等の報告も見るから本症例では抗凝固剤で更に血栓を
形成せぬ様にし，血管拡張の手段を講じて，病勢の進
行を止め，十分血流を保ってp 副血行路の形成を待っ
た結果、冶癒せしめ得たと考えざるを得ないのである．
(7) 多発性粘液脂肪肉腫の 1例
外科 I
太田富雄
